
湘南に夏本番を告げる暁の祭典「浜
はま

降
おり

祭
さい

」（県指定無形民俗文化財）が16日、茅ケ崎市南湖の茅ケ崎西浜海岸で行
われ、38基の神

み こ し

輿が参加。海に入る「みそぎ」が披露されると観客から大きな拍手が送られた。
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事 局 よ務 だ り
◇横浜定例講演会
2012年8月21日（火）
13時30分～15時
ロイヤルホールヨコハマ
講師は原田武夫国際戦略情報
研究所代表取締役（CEO）の
原田　武夫　氏
演題は「国際経済と朝鮮半島
情勢について」（仮題）
◇横浜定例講演会
2012年9月14日（金）
13時30分～15時
ホテルキャメロットジャパン
講師はＳＭＢＣ日興証券株式
調査部副部長の大西　史一氏
演題は「世界経済と金融市場
の動向について～注目ポイン
ト “3つのマクロ的転換” ～」
（仮題）



　

県
内
の
自
治
体
が
い
ま
、
人
口
減
少

社
会
の
到
来
と
い
う
「
強
敵
」
に
身
構

え
て
い
る
。
地
域
か
ら
活
力
を
奪
い
か

ね
な
い
負
の
現
象
。
着
実
に
迫
り
来
る

そ
の
足
音
を
聞
き
逃
す
ま
い
と
、
耳
を

澄
ま
せ
て
い
る
。

　

県
西
部
に
位
置
し
、
丹
沢
の
山
々
に

抱
か
れ
た
山
北
町
も
、
早
い
時
期
か
ら

こ
の
足
音
に
気
付
き
、
危
機
感
を
持
っ

て
そ
の
対
処
法
を
練
っ
て
き
た
自
治
体

の
一
つ
だ
。
な
に
し
ろ
、ピ
ー
ク
時（
１

９
９
０
年
）
に
１
万
４
４
６
４
人
だ
っ

た
町
の
人
口
は
こ
の
12
年
間
で
３
千
人

近
く
減
少
。
人
口
の
規
模
を
維
持
す
る

「
定
住
促
進
策
」
が
、
待
っ
た
な
し
の

行
政
課
題
と
し
て
急
浮
上
し
て
い
る
か

ら
だ
。

　

今
年
６
月
時
点
で
９
０
７
万
人
の
人

口
を
擁
す
る
神
奈
川
県
も
、
推
計
で
は

７
年
後
の
２
０
１
９
年
を
ピ
ー
ク
に
人

口
が
減
少
に
転
じ
る
、
と
予
測
さ
れ
て

い
る
。
県
西
部
や
橫
須
賀
・
三
浦
地
域

で
は
人
口
減
少
が
既
に
現
実
の
も
の
と

な
っ
て
お
り
、山
北
町
の
取
り
組
み
は
、

県
内
の
自
治
体
が
や
が
て
直
面
す
る
で

あ
ろ
う
課
題
を
先
取
り
し
て
い
る
と
も

い
え
る
。

　

山
北
町
の
取
り
組
み
は
、
ピ
ン
チ
は

チ
ャ
ン
ス
の
発
想
か
ら
、
積
極
的
な
定

住
促
進
策
を
打
ち
出
し
て
い
る
の
が
特

徴
だ
。
２
０
０
９
年
２
月
に
「
定
住
総

合
対
策
事
業
大
綱
」
を
策
定
し
て
定
住

対
策
室
を
新
設
。
さ
ら
に
、
同
年
７
月

に
は
町
へ
の
定
住
を
希
望
す
る
人
や
町

内
へ
の
立
地
を
検
討
す
る
企
業
か
ら
の

相
談
・
照
会
に
一
括
し
て
対
応
す
る「
や

ま
き
た
定
住
相
談
セ
ン
タ
ー
」
も
立
ち

上
げ
た
。

　
「
来
て
！
見
て
！
住
ん
で
！
や
ま
き

た
」
を
合
言
葉
に
進
め
ら
れ
て
い
る
施

策
の
一
つ
が
、
地
元
の
不
動
産
業
者
と

連
携
し
、
住
む
人
が
い
な
く
な
っ
た
住

宅
や
土
地
な
ど
の
物
件
情
報
を
町
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
発
信
す
る
「
空

き
家
バ
ン
ク
」
制
度
。
さ
ら
に
昨
年
か

ら
は
、
町
へ
の
移
住
を
考
え
る
人
た
ち

を
対
象
に
物
件
を
実
際
に
ワ
ゴ
ン
車
で

回
る
「
空
き
家
見
学
ツ
ア
ー
」
も
。
こ

ち
ら
は
、
ツ
ア
ー
の
合
間
に
そ
ば
打
ち

体
験
や
地
域
活
動
の
紹
介
、
住
民
と
の

意
見
交
換
と
い
っ
た
要
素
も
盛
り
込
む

日
程
が
、
定
住
後
の
生
活
を
イ
メ
ー
ジ

し
や
す
い
と
好
評
だ
と
い
う
。

　

こ
れ
か
ら
同
町
で
子
育
て
を
し
よ
う

と
い
う
若
い
世
代
の
転
入
も
歓
迎
し
て

お
り
、
50
歳
未
満
の
転
入
者
が
住
宅
を

新
築
し
た
場
合
に
20
万
円
を
贈
っ
た

り
、
出
産
祝
い
金
や
子
ど
も
の
医
療
費

の
助
成
を
手
厚
く
す
る
な
ど
の
支
援
策

も
打
っ
て
い
る
。
施
策
が
本
格
化
し
た

09
年
以
降
の
定
住
者
は
55
組
を
数
え

る
。
県
全
体
が
人
口
減
少
社
会
に
転
じ

る
時
期
が
迫
る
な
か
、
緑
深
い
同
町
の

ユ
ニ
ー
ク
な
挑
戦
に
着
目
し
た
い
。

　（
神
奈
川
新
聞
社

�

統
合
編
集
局
次
長
　
宮
本
　
敏
也
）

人
口
減
社
会
に
挑
む
山
北
町

視
描点
点

− 　 −3



　

図
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。１
８
９
２（
明

治
25
）
年
９
月
27
日
、
大
阪
毎
日
新
聞

の
１
部
で
あ
る
。

　

小
説
の
よ
う
に
見
え
る
が
、
５
回
連

載
の
翻
訳
記
事
『
商
業
と
広
告
』
で
あ

る
。
翻
訳
し
た
筆
者
は
大
阪
毎
日
新
聞

の
主
筆
・
渡
辺
治
。

　

イ
ギ
リ
ス
の
チ
ャ
ー
ト
ー
・
ウ
イ
ン

グ
ス
書
房
か
ら
出
版
さ
れ
た
、
広
告
史

家
ヘ
ン
リ
ー
・
サ
ム
ソ
ン
の
著
書
を
、

友
人
の
高
橋
義
雄
が
ロ
ン
ド
ン
か
ら
持

ち
帰
っ
た
。
借
り
受
け
て
読
ん
で
み
る

と
、
商
業
が
高
度
に
発
達
し
た
イ
ギ
リ

ス
に
お
け
る
貴
重
な
広
告
の
歴
史
で
あ

る
と
、
渡
辺
は
書
き
は
じ
め
る
。
そ
し

て
、「
昔
の
人
間
は
、
一
度
見
た
商
品

は
永
く
記
憶
し
て
忘
れ
ざ
れ
ど
も
、
今

の
人
間
に
は
、
五
度
も
十
度
も
そ
の
存

在
を
示
さ
ざ
れ
ば
決
し
て
注
意
し
て
呉

れ
ざ
る
な
り
」。「
人
非
常
に
忙
は
し
き

が
故
に
、
一
遍
や
二
遍
に
て
は
、
容
易

に
物
に
気
を
留
む
る
の
い
と
ま
な
き
に

因
る
の
み
」
と
、

福
沢
諭
吉
の
〝
広

告
の
す
す
め
〟
と

同
じ
論
旨
（
１
９

２
０
号
を
ど
う

ぞ
）で
あ
る
。

　

渡
辺
は
高
橋
と

と
も
に
慶
応
義
塾

を
卒
業
、『
時
事

新
報
』
の
記
者
。

89
（
明
治
22
）
年
、

大
阪
毎
日
新
聞
に

招
か
れ
主
筆
に

な
っ
た
が
93
（
明

治
26
）
年
、
29
歳

の
若
さ
で
死
去
し

た
。

　

渡
辺
を
招
聘
し
た
の
は
慶
応
で
も
、

『
時
事
新
報
』
で
も
先
輩
の
本
山
彦
一
。

の
ち
毎
日
新
聞
の
社
長
に
な
っ
た
本
山

は
、「
新
聞
は
高
尚
な
仕
事
で
あ
る
。

学
者
の
仕
事
に
相
違
な
い
。け
れ
ど
も
、

そ
れ
を
拵
え
て
し
ま
っ
て
売
出
す
以
上

は
ど
う
し
て
も
商
品
と
し
て
広
く
売
る

方
法
を
考
へ
な

け
れ
ば
な
ら
な

い
」。「
人
に
金

を
出
さ
せ
て
買

わ
せ
る
以
上
、

人
の
便
利
に
供

す
る
以
上
、
や

は
り
多
く
の
人

の
好
む
や
う
な

生
活
上
、
そ
の

必
要
を
充
た
す

よ
う
な
商
品
主

義
で
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」。

新
聞
を
「
多
く

売
る
、
そ
れ
に

伴
っ
て
は
も
う
一
方
に
は
広
告
料
金
を

多
く
集
め
る
と
い
ふ
こ
と
で
あ
り
ま

す
」。「
新
聞
社
の
収
入
の
半
ば
以
上
が

広
告
料
で
あ
る
と
い
ふ
こ
と
は
申
す
ま

で
も
な
い
」
と
遺
稿
集
に
あ
る
。

　

本
山
は
１
８
５
３（
嘉
永
６
）年
、
熊

本
生
ま
れ
。
１
９
１
１
（
明
治
44
）
年
、

東
京
日
日
新
聞
を
毎
日
新
聞
に
合
併
。

新
聞
商
品
主
義
を
つ
ら
ぬ
い
て
、
毎
日

を
３
大
紙
の
ひ
と
つ
に
発
展
さ
せ
た
。

　

高
橋
に
も
ど
る
。
三
越
の
業
務
は
06

（
明
治
39
）
年
、
専
務
の
日
比
翁
助
に

す
べ
て
を
ゆ
だ
ね
て
三
井
鉱
山
の
社

長
、王
子
製
紙
の
社
長
を
歴
任
。
11（
明

治
44
）
年
、
実
業
界
か
ら
引
退
。
箒
庵

の
雅
号
で
茶
湯
の
研
究
に
打
ち
込
ん

だ
。
す
ぐ
れ
た
経
営
者
で
数
寄
者
で
あ

る
松
永
安
左
エ
門
（
東
邦
電
力
社
長
）

や
畠
山
一
清
（
荏
原
製
作
所
社
長
）
が
、

茶
友
小
林
の
追
想
文
を
書
い
て
い
る
。

小
林
は
、
尊
敬
す
る
高
橋
と
、
茶
席
を

と
も
に
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

（
美
術
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
、茅
ヶ
崎
市
在
住
）

（
図
）
翻
訳
記
事
『
商
業
と
広
告
』・
１

８
９
２
（
明
治
25
）
年
９
月
、
大
阪
毎

日
新
聞
掲
載

新
聞
は
商
品
な
り

宮
野
　
力
哉

～
福
沢
諭
吉
の
お
し
え
⑧

広
告

談
珍

− 　 −14
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